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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・青陽館の重油使用量の節約のために、夜間は床暖設定を極小にし、朝の出勤者が22～23度に戻すようにすること。
・12/16からの勤務表がでたので、忘年会の欠席届を提出すること。
＜研修案内＞
〔内部研修〕
・12/7（金）看護内グループ研修　テーマ　「エンゼルケア・精神症状の急変時の対応」講師：内城JGM　
・12/3（月）看護内グループ研修　テーマ「救急対応」　場所：メンタル3階会議室

講師：本川Ns

〔外部研修〕

・12/9（日）9：30～16：00　臨床精神医学研究会
場所：コラッセふくしま　401会議室　参加費：3,500円　申込み締切：12/6（木）
・12/12（水）13：00～15：30　青森県若年性認知症自立支援ネットワーク研修
場所：青森観光物産アスパム5階　あすなろ

＜青明舎利用者様情報交換＞
・平　京子　様～青南病院受診後の28日に来所し、定期薬の変更はなかったとの事。
　　　　　　　　11月から国民健康保険に加入、支払いをした事と青南病院は自立支援医療費制度が決まってからの支払いをすると話している。次回受診は12/26の予定。青明舎の行事の誘いにもちつきに参加すると話している。
・高柳　和子様～28日定期訪問実施。頭痛、うつ症状、両腕の上げ下げすると痛みがあるとの事でデイケアを休む事が多いと話している。眼科受診し、箔白内障治療薬のカリーユニ点眼薬とドライアイのジークアース点眼薬が処方となったとの事。青南病院の受診では定期薬の変更なし。
　　　　　　　　筒氏のカロナールが効き目がないと言う為、主治医へ相談するように伝えるが、「相談しずらい、忘れる。」と返答している。頭皮の掻き傷が治らないと話す為皮膚科受診を勧めるが、金銭的に難しいと話す為、デイケアスタッフへ相談するように助言したとのこと。先週木曜日に相談があり、頭皮を確認すると複数個所痂疲形成があり、当院受診時に主治医へ相談するように助言するが「大丈夫。指の腹で洗うようにする。」と返答している。グループホーム入居については「一人暮らしは寂しいけど、大丈夫。」と言い、すぐには考えていない様子がある。
・鈴木　知子様～11/26夜に電話があり、デイケアの脱衣所で着替え中に覗かれた為、

　　　　　　　　男性は皆そうなのか、その後その方が落ち込んでいる様子があり、気

　　　　　　　　になったと話している。11/28電話があり、11/30入浴したいと内容

　　　　　　　　であったが、数時間後にはキャンセルの電話があった。12/3朝に電　　　　　　　　
　　　　　　　　話があり、入居中の市営住宅にシャワーをつけたいと話している。市

　　　　　　　　営住宅の管理人へ電話をした際に、取りつけて良いとのことであった
　　　　　　　　が、ガス会社をどこにしたら良いかわからないとの事で調べて、これ

　　　　　　　　から本人へ伝える予定。工事費が約13万円であり、自身の貯金から支払うと話し、姉様へ相談するように助言したが、反対されるからと返答していたとの事。訪問看護師より、通販で高額な化粧品や歯磨き粉の購入があったと情報提供があり、デイケアとしても生活面での来所時に市営住宅の契約者が誰になっているを確認し、通所しやすい場所にアパートを借りる等検討していく。
・下妻　康貴様～11/27　夜間に電話があり、グループホームの隣人（豊川　明男様）の部屋から物を投げつけるような音がしたと話している。どういうつもりでそんな事をしているか、自分の氏名は出さずに世話人から聞いて欲しいと希望があり、世話人へ伝えている。20分ほど話すと落ち着いている。11/27北病棟でのピアサポートで自身の就労の体験談を話しているが、酷く緊張した様子であったと看護管理者より情報がある。
・松川　順子様～あぷっるハートのスタッフが来る前日から不穏となり、電話が4～5回あり都度の説明をしている。早朝に叫ぶ事があり、頓服薬を服用して様子を見るように助言し8時に訪問。その際は落ち着いており、なぜ叫んだかわからないと返答している。あっぷるハートスタッフが来た日にデイケア終了後に青明舎に寄り、金銭管理を行っている。行事費と1日分多い食費（380円）ピンクの封筒に入れ保管している。
　　　　　　　　12/1洗濯に来た際に靴下のゴムは伸びている状態であり、訪問時に衣類、寝具類の確認と整理を行っている。肌着がタンクトップ2枚であったり、穴が開いていたり、伸びているが、お金が掛かる為購入を拒否している。掃除機は広告を見て、安い物を購入と伝えるが「面倒くさい。」と言う為、同伴可能であると伝えるが「スタッフ分の交通費を払うのが嫌だ。」と返答している。衣類については、外来時に主治医から購入を促して頂き、正月の企画の初売りで購入していく。
・中居　美津子様～玄関周りや反射式ストーブの周囲に物が溢れており、火災が起きそうな危険な状態であり、キッチンにもゴミと思われる袋が散乱している。風邪を引いているとの事で青南病院から風邪薬と胃薬が処方に
　　　　　　　　なったと言う。デイナイトケアと週5日で利用しているが、用事を足す為に週4日の希望がある。滞納分の家賃、青南病院受診料は少しずつ支払っているが、はちのことショウガシロップのサプリメントは続けると話し、灯油代の工面に困っているという。飼い猫を実家へ連れていく為余裕がある際に105円貯金をしているとの事で評価している。「姉の子は自分の子供で400万円入った通帳を持って行ったのではないか。」と話しており、姉の息子へ送金している様子がある。
　　　　　　　　火災の危険性が高い為次回、訪問時に部屋の様子を写真を撮り、片付けについて助言していく。デイナイトケアに利用について、生活面の心配がある為、現行のままの利用と外来、主治医へ情報提供する。
・浅坂　政美　様～服薬の飲み忘れもなく、体調変わりないとの事。12月の訪問日が青明舎の行事と重なる為変更予定。
・田名部　浩平様～最近自炊している様子で豚ロースや白菜、キャベツなど購入があり評価している。しかし、体重が先月より1.1㎏増加ありグループホーム世話人より菓子類を多量に食べることがあったと情報がある。
　　　　　　　　これまでの金銭管理は工賃と本人が購入した物のみにしていたが、今後は食事やグループホームの家賃や光熱費も記入してもらう予定。
・我満　奈津紀様～12/1定期訪問実施。12/31と1/1はデイケアを休むと話していた。
　　　　　　　　　娘様に苛々する事はあるが、「お母さんも大変なのに、自分も体力なくてごめん。」と言われ、娘も色々考えているんだと思ったと話している。娘様が12月に光熱費として5千円払ってくれたと言い、食費は別々にしているとの事。入居審査は通り、引越しが12/22だが、青南病院の受診日と重なる為、変更してもらう予定。
　　　　　　　　　交際相手に借りたお金は来月から1万円ずつ支払う事にしており、

　　　　　　　　　来年の11/22に入籍予定との事。1/4八戸赤十字病院外科と婦人科受診。1/15婦人科の結果・1/16外科の結果を聞くために受診。
・川口　八寿子様～デイケア内で他利用者に物のやり取りが多く、再三に渡り指導している。しかし、「自分も貰いものだから。」と悪びれた様子はない為
　　　　　　　　　引き続き、デイケアのルールを伝えていく。12/15中村　与一郎様と佐々木理佳様の家に遊びに行くと訪問看護師より情報がある。
＜グループホーム入居者情報交換＞
・淡路　智恵子様～義理姉の体調が悪く、今後の不安を話している。同伴して義理姉と合う事を提案するが「義理姉がいらない事を世話人に言うから嫌だ。」と拒否的であった、今月のデイケアの休みの予定を話しており、12/24と12/31休むという為24日は掃除をする予定。
・冨田　紀子　様～時々室内で転倒するとの事で部屋の環境を変えるように助言するが、
拒否している。12/2前日の空包確認で12/1就床前薬の飲み忘れがあり、声掛けで気付いている。「今飲みます。」と言う為、外来に確認し、服用せずに世話人が破棄している。
・繁名　和恵　様～不調が多く、日中活動が出来ていない為、先週の外来に世話人同伴で受診している。眠気、発汗が治まらない場合は婦人科受診を勧めている。
・古舘　ヨリ　様～12/5　14時～相談支援専門員やすらぎのスタッフがグル―プホームでモニタリング予定。
・豊川　明男　様～11/27居室のドアを数回蹴ることがあり、理由は「煙草を吸っているから。」と返答している。苦情があった方とは違う（中村　与一郎様）へ謝罪している。
・中村　与一郎様～青葉の健診センターで採血が要精査であったが、当院で再検し、要観察となっている。訪問看護師より、12/15に川口　八寿子様とデイケア利者（佐々木　理佳様）の家に遊びに行く約束をしていると情報がある。
・番沢　政勝　様～11/30　鹿内内科で肝炎ウイルスが陰性と説明があり、理解できない様子であり、本人と青南病院の受診同行して説明している。本人は不安だった様子で一時期、1ヶ月で煙草2カートン吸う事があったと言う。
・若松　邦生　様～勉強が遅れている事やナイトケア特定利用者（下妻　康貴様）の関係で悩んでいると言う。就労が6連勤になっており、本日は休み、

　　　　　　　　　診察日を火曜から木曜日に変更希望があり、その準備の為も話している。

・田名部　浩平様～11/26　相談支援専門員のベルエポックの平館氏とモニタリング行っている。

・大下　伸治　様～定期受診の際はデイケアを休みたいと主治医へ話し、許可となったと報告がある。肝炎ウイルスの検査は11/21鹿内内科で陰性と説明がある。「これからの事が心配。」と言う事があり、具体的には体力が落ち、デイケアを休みがちである事とたくさん食べる為体重が増えるのを気にしている。デイケア利用中は押し付けされているような気分になるとの事で対策を検討している。余暇時は散歩をしたり、たくさん食べても良い食事内容を知りたいと話している。
・関　秀治　様　～11/27北病棟でピアサポートがあり、就労の体験談を話したが、色々な人が居て緊張したとの事。次回の開催予定もあるとの事で何かあった際は相談するように伝えている。次回は青陽館からもスタッフが参加し、サポートしていく。
・坂本　秀男　様～梅毒の既往歴があり、しばらく感染症の採血をしていない為、現在は感染力があるか不明。グループホーム内で特定の男性から過度な接触があるが、性行為がない限り危険性はないものの、検査を検討していく。
＜利用者様情報＞
デイケア
・磯島　貴広様～8時20分本人より電話があり、本日は城北病院受診、明日は八戸市
民病院受診の為欠席の連絡がある。火曜日までは病院受診で来所する事は出来ないが、水曜日からは来所できるかを確認すると、「今週は休みます。」とのこと。先週担当スタッフと話し合い、今週からは来所する予定としていたことを話すが、今週は来れないことを話している。その後再度連絡があり、担当スタッフと話をしており、水曜日に来所した際に病院受診した結果等、詳細を話すこととしている。
・繁名　和恵　様～普段より来所がやや遅い為、グループホーム世話人へ確認する。今朝の訪問時に「生理痛で更年期障害でお腹に電流が走る。」と話していたが、デイケアには行くと言っていたとの事。その後間もなく来所している。久々の来所となっており、来所した事を評価し、体調を確認する。生理痛の為腹痛が強いと事だが、鎮痛剤はなく「風邪薬があるから大丈夫。」と辻褄が合わない返答をしている。一方で午後から歯科受診の希望があり、予約はまだ取っていないと言う為、デイケア終了後に受診するように助言している。
・清水　泰雅　様～先月いっぱいまで就労施設の体験利用とのことだったが、以降の予定が不明である為、当院受診の際に今後の予定について確認している。12/5（水）にベルエポックの平館氏と就労について話し合う予定であるが、それまではどのような予定であるかは不明であると話している。本日は休養で休み、明日は体験利用がある際には欠席する予定であったと話している。体験利用が無い時にはデイケアに来所し、詳細を確認させてほしいことを伝えると了承している。
・我満　奈津紀様～引越しの日程が決まり、その前後でデイケアを休む事が増えると話している。現在住んでいるアパートより、交通の便が悪くなるとの事でバスの経路を調べる必要があることを伝えている。娘様とずっと一緒にいるとストレスが溜まる為、正月期間は2日と3日は来所すると言う。
・佐々木　常夫様～先週、主治医との面談の際に服薬について相談出来たかを尋ねると「先生から先に聞かれました、薬出してもらえましたが嫌われましたね」と笑顔で話している。主治医に嫌われるかどうかではなく自身の体調を第一にすることや主治医の指示通りの服薬をするよう伝えているが、笑いながら頷いており危機意識が乏しい様子が窺えている。不調等の訴えや易怒性はなく、定時まで落ち着いて過ごしている。

デイナイトケア
・倉橋　生子様～青風荘から情報提供がある。週末は減薬について多弁気味に話している。「薬が減ってからパッとしない。元に戻してほしい」と話しており、次回診察時に主治医へ報告するよう助言したという。本日のデイナイトケアでは「薬が減るっていいことなの？」と話すことから、症状が軽減したため薬剤調整したのでは？と伝えている。他者への話し掛けが多く、多弁傾向である。昼食後薬服用時に担当スタッフの苗字が変わったことについて話しており、スタッフが変わった後の苗字を伝えると、そんな苗字ではないと発言し、「私、知ってるよ」と笑っている。スタッフが何という苗字になったか訊くと笑いながら立ち去っている。
・奥山　以依子様～青風荘から情報提供がある。12/1夜に転倒したと本人から報告があり、報告時に疼痛等を訴えることはなかった。今朝に左頬の発赤が認められ、転倒時に眼鏡の縁が当たったという。本日のデイナイトケアでは「転んだんですよ。顔と胸をぶつけました。痛みはないです」と自ら話しており、疼痛等の訴えがあった際は適宜対応していく。
・板橋　利美　様～青風荘から情報提供がある。11/30から主食の残食が目立っている。本日の昼食は、デザートのパインアップルのみ食べて残りは不食となっている。
・鈴木　真知子様～先週ケア会議があり、自宅へ帰宅することは難しいと姉様に伝えられ、その後、泣いている様子があったが、その後は落ち着いている。本日、スタッフが声を掛けると「帰りたい」と話すことがあるが笑いながら話している。自ら帰宅要求を伝えることはないが、引き続き精神症状に注意し、所在確認を行っていく。

ナイトケア

・若松　邦生様～下妻康貴様の視線が気になり、食事中の会話が少なく表情は冴えなか
った。下妻様が席を外すと、スタッフと笑顔で会話している。その後
特定スタッフについて「お母さんを彷彿させるんですよね。俺お母さ
ん大っ嫌いなので、ちょっと苦手というか…」と話している。

カンファレンスシート（若松　邦生　様）　

実施日：H30年12月3日（月）13：00～13：30

担当：戸賀沢

検討内容　就労し、約１年経過しての目標と計画の検討

	氏名
	若松　邦生　様
	性別
	男
	年齢
	29
	生年月日
	S63.6.27

	主病名
	統合失調症
	合併症
	なし

	治療方針（医師の指示）
	精神症状の安定、基本的生活習慣の獲得、身体機能の維持・向上、
対人関係能力の向上


	本人希望
	就労し、一人暮らしをする（就労を続け、単身生活の準備をする）

	家族希望
	同上

	入院歴
	計　4　回（最終入院Ｈ28.12.1～Ｈ29.1.13）

	通所歴
	デイケア：1回目：H29.1.24～H301.31（週5回：月・火・水・木・金曜日）
ナイトケア：1回目：H30.2.1～現在（週3回：月・火・木）

	その他サービス利用
	青明舎
H30.2.1より就労継続支援A型事業所東奥朝日ソリューション

	住居：グループホームあおめ
	家族構成：保護者は母で､治療に協力的。これまでの暴力行為の経緯により､父･姉との関係性は劣悪で､治療協力が困難

	利用制度


	精神障害者保健福祉手帳2級
	障害基礎年金2級
	自立支援受給中（上限10000円）

	備考：事例検討に必要な情報を記載

高校在学時より､被害念慮が出現。高校1年時に自主退学し､松平病院を初診して通院を継続。H17年2月頃より情動不穏となり､H17.2.18粗暴行為に至り､松平病院へ入院。H17.3.30退院後､通院を継続。徐々に怠薬傾向となり､H17.6.27両親へ粗暴行為に至り､同日､同院2回目の入院。H18.3.29退院後､進学等に伴い､転院を繰り返した。H22年3月大学卒業後､八戸市へ帰省し､松平病院への通院を再開。H26.6.6姉へ暴力行為に至り､逮捕。23条通報が行われ､H26.6.8湊病院1回目の入院。H26.10.16退院後､自立訓練事業所｢清里｣入所。転院希望し､H27.1.30当院を初診。翌31日､障害者生活訓練施設｢青山荘｣入所となり､通院を継続。H27.8.3他入所者を殴り､職員が介入。以後も興奮状態が収まらず､施設対応が困難となり､H27.9.8当院1回目の入院。H27.9.24退院後はグループホーム｢あおめ｣へ入居となり､当院への通院､就労移行支援｢あっとワーク｣利用を継続。就労移行支援利用期間が終了に近づくに連れ､強い不安を訴えるようになり､H28年11月下旬より体調不良の訴えが聞かれ、自ら希望があり､H28.12.1当院2回目の入院(任意)。入院後は、不安や体調不良を訴えることなく、穏やかに入院生活を送っている。G・H外泊訓練を実施し、大きな問題もなく、症状安定しており、退院の意志もあり、退院調整 整いH29.1.13退院となる。


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	就労をし、一人暮らしの準備を行う。
	①鬱々と気持ちになった時に自分で対処できる。
	①自分で対処できない時は、スタッフに相談することができる。
	①イライラした時に自分で対処できる。対処できない時は、スタッフに相談することができる。スタッフは相談をされたら、不必要に先にアドバイスをしない。一緒に原因や対処を考える。

	
	②働くためには自分の特徴や適性を知ることができる。
	②自分がどんな時やどんな場面に弱いのかを知る。
	②働くためには、適宜振り返りを行う。目標について、話し合いを自分から、申し出ることができる。スタッフは申し出があったら、話の内容を傾聴し、変更が的確であるか一緒に考える。

	
	③症状や服薬管理が出来る。
	③忘薬した時には、自分で対処できる。
	③忘薬時は、スタッフに報告・相談できる。忘薬の理由について考え、対処法を実践する。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状
	今後の対応

	①自分で対処できない時は、スタッフに相談することができる。
②自分がどんな時やどんな場面に弱いのかを知る。
③忘薬した時には、自分で対処できる。
	・仕事については、一時疲労感を訴え、仕事を早退したり、ナイトケアを休む事はあったが、最近はない。
11.23のサービス担当者会議では、仕事やG・Hで苛々感を訴えたり、対人面でのトラブルもなく、ナイトケア利用中はスタッフと表情良く会話したり、座学に取り組んでいる。本人からは　いいことも悪いことも受け止めれるようになってきたことでこのまま一般就労を目指して行きたいとの希望が聞かれている。
・6/11ナイトケアの利用者様よりナイトケア利用時まで勉強するのかと声掛けされ、気分不快を訴え早退することあり。また9月には、ナイトケア同利用者との会話後、相手の不機嫌さに気疲れすると話すこともあり。

10月には同じナイトケア利用者様から、一時攻撃的態度をとられたことがありましたが自分なりに距離をとるなど対処しているときもあるが、同利用者をかなり気にしている様子も見られている。

・11の健診予定日に寝坊し、朝食後薬の忘薬がある。

世話人から忘薬したことを病院に連絡するように伝え

るが、「医事のスタッフが苦手で」と話し、すぐ連絡し

たがらないことがある。徐々に減薬中ではあるが、忘薬

したことは世話人から情報があるが、通所スタッフには

報告することはない。頓服薬使用はNCスタッフには報告している。
	・就労し、約１年経過。今後もナイトケアでは、不安や訴えの傾聴や、出来ていることに関し振り返り評価する等、ストレスの軽減や就労への意欲を持続できるよう関わっていく。
・目標計画を継続し、本人の苦手なことや特性を理解していくことが出来るよう関わってく。
・自分から服薬状況を報告しないことがあり、来所時に状況確認し、正しい服薬管理が出来るように関わっていく。


【目標・治療計画（再検討）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	就労を継続し、単身生活の準備を行う。
	①鬱々と気持ちになった時に自分で対処できる。
	①自分で対処できない時は、スタッフに相談することができる。
	①イライラした時に自分で対処できる。対処できない時は、スタッフに相談することができる。スタッフは相談をされたら、不必要に先にアドバイスをしない。一緒に原因や対処を考える。

	
	②就労を継続するためには自分の特徴や適性を知ることができる。
	②自分がどんな時やどんな場面に弱いのかを知る。
	②就労を継続するためには、適宜振り返りを行う。目標について、話し合いを自分から、申し出ることができる。スタッフは申し出があったら、話の内容を傾聴し、変更が的確であるか一緒に考える。

	
	③症状や服薬管理が出来る。
	③忘薬した時には、自分で対処できる。
	③忘薬時は、スタッフに報告・相談できる。忘薬の理由について考え、対処法を実践する。


